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    第一章


    
      1神かみの御旨みむねによるキリスト・イエスの使徒しとパウロと兄弟きょうだいテモテから、 2コロサイにいる、キリストにある聖徒せいとたち、忠実ちゅうじつな兄弟きょうだいたちへ。
    


    
      わたしたちの父ちちなる神かみから、恵めぐみと平安へいあんとが、あなたがたにあるように。
    


    
      3わたしたちは、いつもあなたがたのために祈いのり、わたしたちの主しゅイエス・キリストの父ちちなる神かみに感謝かんしゃしている。 4これは、キリスト・イエスに対たいするあなたがたの信仰しんこうと、すべての聖徒せいとに対たいしていだいているあなたがたの愛あいとを、耳みみにしたからである。 5この愛あいは、あなたがたのために天てんにたくわえられている望のぞみに基もとづくものであり、その望のぞみについては、あなたがたはすでに、あなたがたのところまで伝つたえられた福音ふくいんの真理しんりの言葉ことばによって聞きいている。 6そして、この福音ふくいんは、世界中せかいじゅういたる所ところでそうであるように、あなたがたのところでも、これを聞きいて神かみの恵めぐみを知しったとき以来いらい、実みを結むすんで成長せいちょうしているのである。 7あなたがたはこの福音ふくいんを、わたしたちと同おなじ僕しもべである、愛あいするエペフラスから学まなんだのであった。彼かれはあなたがたのためのキリストの忠実ちゅうじつな奉仕者ほうししゃであって、 8あなたがたが御霊みたまによっていだいている愛あいを、わたしたちに知しらせてくれたのである。
    


    
      9そういうわけで、これらの事ことを耳みみにして以来いらい、わたしたちも絶たえずあなたがたのために祈いのり求もとめているのは、あなたがたがあらゆる霊的れいてきな知恵ちえと理解力りかいりょくとをもって、神かみの御旨みむねを深ふかく知しり、 10主しゅのみこころにかなった生活せいかつをして真しんに主しゅを喜よろこばせ、あらゆる良よいわざを行おこなって実みを結むすび、神かみを知しる知識ちしきをいよいよ増まし加くわえるに至いたることである。 11更さらにまた祈いのるのは、あなたがたが、神かみの栄光えいこうの勢いきおいにしたがって賜たまわるすべての力ちからによって強つよくされ、何事なにごとも喜よろこんで耐たえかつ忍しのび、 12光ひかりのうちにある聖徒せいとたちの特権とっけんにあずかるに足たる者ものとならせて下くださった父ちちなる神かみに、感謝かんしゃすることである。 13神かみは、わたしたちをやみの力ちからから救すくい出だして、その愛あいする御子みこの支配下しはいかに移うつして下くださった。 14わたしたちは、この御子みこによってあがない、すなわち、罪つみのゆるしを受うけているのである。
    


    
      15御子みこは、見みえない神かみのかたちであって、すべての造つくられたものに先さきだって生うまれたかたである。 16万物ばんぶつは、天てんにあるものも地ちにあるものも、見みえるものも見みえないものも、位くらいも主権しゅけんも、支配しはいも権威けんいも、みな御子みこにあって造つくられたからである。これらいっさいのものは、御子みこによって造つくられ、御子みこのために造つくられたのである。 17彼かれは万物ばんぶつよりも先さきにあり、万物ばんぶつは彼かれにあって成なり立たっている。 18そして自みずからは、そのからだなる教会きょうかいのかしらである。彼かれは初はじめの者ものであり、死人しにんの中なかから最初さいしょに生うまれたかたである。それは、ご自身じしんがすべてのことにおいて第だい一の者ものとなるためである。 19神かみは、御旨みむねによって、御子みこのうちにすべての満みちみちた徳とくを宿やどらせ、 20そして、その十字架じゅうじかの血ちによって平和へいわをつくり、万物ばんぶつ、すなわち、地ちにあるもの、天てんにあるものを、ことごとく、彼かれによってご自分じぶんと和解わかいさせて下くださったのである。
    


    
      21あなたがたも、かつては悪わるい行おこないをして神かみから離はなれ、心こころの中なかで神かみに敵対てきたいしていた。 22しかし今いまでは、御子みこはその肉にくのからだにより、その死しをとおして、あなたがたを神かみと和解わかいさせ、あなたがたを聖せいなる、傷きずのない、責せめられるところのない者ものとして、みまえに立たたせて下くださったのである。 23ただし、あなたがたは、ゆるぐことがなく、しっかりと信仰しんこうにふみとどまり、すでに聞きいている福音ふくいんの望のぞみから移うつり行いくことのないようにすべきである。この福音ふくいんは、天てんの下したにあるすべての造つくられたものに対たいして宣のべ伝つたえられたものであって、それにこのパウロが奉仕ほうししているのである。
    


    
      24今いまわたしは、あなたがたのための苦難くなんを喜よろこんで受うけており、キリストのからだなる教会きょうかいのために、キリストの苦くるしみのなお足たりないところを、わたしの肉体にくたいをもって補おぎなっている。 25わたしは、神かみの言ことばを告つげひろめる務つとめを、あなたがたのために神かみから与あたえられているが、そのために教会きょうかいに奉仕ほうしする者ものになっているのである。 26その言ことばの奥義おくぎは、代々よよにわたってこの世よから隠かくされていたが、今いまや神かみの聖徒せいとたちに明あきらかにされたのである。 27神かみは彼かれらに、異邦人いほうじんの受うくべきこの奥義おくぎが、いかに栄光えいこうに富とんだものであるかを、知しらせようとされたのである。この奥義おくぎは、あなたがたのうちにいますキリストであり、栄光えいこうの望のぞみである。 28わたしたちはこのキリストを宣のべ伝つたえ、知恵ちえをつくしてすべての人ひとを訓戒くんかいし、また、すべての人ひとを教おしえている。それは、彼かれらがキリストにあって全まったき者ものとして立たつようになるためである。 29わたしはこのために、わたしのうちに力強ちからづよく働はたらいておられるかたの力ちからにより、苦闘くとうしながら努力どりょくしているのである。
    

  


  


  
    第二章


    
      1わたしが、あなたがたとラオデキヤにいる人ひとたちのため、また、直接ちょくせつにはまだ会あったことのない人々ひとびとのために、どんなに苦闘くとうしているか、わかってもらいたい。 2それは彼かれらが、心こころを励はげまされ、愛あいによって結むすび合あわされ、豊ゆたかな理解力りかいりょくを十分じゅうぶんに与あたえられ、神かみの奥義おくぎなるキリストを知しるに至いたるためである。 3キリストのうちには、知恵ちえと知識ちしきとの宝たからが、いっさい隠かくされている。 4わたしがこう言いうのは、あなたがたが、だれにも巧たくみな言葉ことばで迷まよわされることのないためである。 5たとい、わたしは肉体にくたいにおいては離はなれていても、霊れいにおいてはあなたがたと一緒いっしょにいて、あなたがたの秩序ちつじょ正ただしい様子ようすとキリストに対たいするあなたがたの強固きょうこな信仰しんこうとを見みて、喜よろこんでいる。
    


    
      6このように、あなたがたは主しゅキリスト・イエスを受うけいれたのだから、彼かれにあって歩あるきなさい。 7また、彼かれに根ねざし、彼かれにあって建たてられ、そして教おしえられたように、信仰しんこうが確立かくりつされて、あふれるばかり感謝かんしゃしなさい。
    


    
      8あなたがたは、むなしいだましごとの哲学てつがくで、人ひとのとりこにされないように、気きをつけなさい。それはキリストに従したがわず、世よのもろもろの霊力れいりょくに従したがう人間にんげんの言伝いいつたえに基もとづくものにすぎない。 9キリストにこそ、満みちみちているいっさいの神かみの徳とくが、かたちをとって宿やどっており、 10そしてあなたがたは、キリストにあって、それに満みたされているのである。彼かれはすべての支配しはいと権威けんいとのかしらであり、 11あなたがたはまた、彼かれにあって、手てによらない割礼かつれい、すなわち、キリストの割礼かつれいを受うけて、肉にくのからだを脱ぬぎ捨すてたのである。 12あなたがたはバプテスマを受うけて彼かれと共ともに葬ほうむられ、同時どうじに、彼かれを死人しにんの中なかからよみがえらせた神かみの力ちからを信しんじる信仰しんこうによって、彼かれと共ともによみがえらされたのである。 13あなたがたは、先さきには罪つみの中なかにあり、かつ肉にくの割礼かつれいがないままで死しんでいた者ものであるが、神かみは、あなたがたをキリストと共ともに生いかし、わたしたちのいっさいの罪つみをゆるして下くださった。 14神かみは、わたしたちを責せめて不利ふりにおとしいれる証書しょうしょを、その規定きていもろともぬり消けし、これを取とり除のぞいて、十字架じゅうじかにつけてしまわれた。 15そして、もろもろの支配しはいと権威けんいとの武装ぶそうを解除かいじょし、キリストにあって凱旋がいせんし、彼かれらをその行列ぎょうれつに加くわえて、さらしものとされたのである。
    


    
      16だから、あなたがたは、食物しょくもつと飲のみ物ものとにつき、あるいは祭まつりや新月しんげつや安息日あんそくにちなどについて、だれにも批評ひひょうされてはならない。 17これらは、きたるべきものの影かげであって、その本体ほんたいはキリストにある。 18あなたがたは、わざとらしい謙けんそんと天使てんし礼拝れいはいとにおぼれている人々ひとびとから、いろいろと悪評あくひょうされてはならない。彼かれらは幻まぼろしを見みたことを重おもんじ、肉にくの思おもいによっていたずらに誇ほこるだけで、 19キリストなるかしらに、しっかりと着つくことをしない。このかしらから出でて、からだ全体ぜんたいは、節ふしと節ふし、筋すじと筋すじとによって強つよめられ結むすび合あわされ、神かみに育そだてられて成長せいちょうしていくのである。
    


    
      20もしあなたがたが、キリストと共ともに死しんで世よのもろもろの霊力れいりょくから離はなれたのなら、なぜ、なおこの世よに生いきているもののように、 21「さわるな、味あじわうな、触ふれるな」などという規定きていに縛しばられているのか。 22これらは皆みな、使つかえば尽つきてしまうもの、人間にんげんの規定きていや教おしえによっているものである。 23これらのことは、ひとりよがりの礼拝れいはいとわざとらしい謙けんそんと、からだの苦行くぎょうとをともなうので、知恵ちえのあるしわざらしく見みえるが、実じつは、ほしいままな肉欲にくよくを防ふせぐのに、なんの役やくにも立たつものではない。
    

  


  


  
    第三章


    
      1このように、あなたがたはキリストと共ともによみがえらされたのだから、上うえにあるものを求もとめなさい。そこではキリストが神かみの右みぎに座ざしておられるのである。 2あなたがたは上うえにあるものを思おもうべきであって、地上ちじょうのものに心こころを引ひかれてはならない。 3あなたがたはすでに死しんだものであって、あなたがたのいのちは、キリストと共ともに神かみのうちに隠かくされているのである。 4わたしたちのいのちなるキリストが現あらわれる時ときには、あなたがたも、キリストと共ともに栄光えいこうのうちに現あらわれるであろう。
    


    
      5だから、地上ちじょうの肢体したい、すなわち、不品行ふひんこう、汚けがれ、情欲じょうよく、悪あく欲よく、また貪欲どんよくを殺ころしてしまいなさい。貪欲どんよくは偶像ぐうぞう礼拝れいはいにほかならない。 6これらのことのために、神かみの怒いかりが下くだるのである。 7あなたがたも、以前いぜんこれらのうちに日ひを過すごしていた時ときには、これらのことをして歩あるいていた。 8しかし今いまは、これらいっさいのことを捨すて、怒いかり、憤いきどおり、悪意あくい、そしり、口くちから出でる恥はずべき言葉ことばを、捨すててしまいなさい。 9互たがいにうそを言いってはならない。あなたがたは、古ふるき人ひとをその行おこないと一緒いっしょに脱ぬぎ捨すて、 10造つくり主しゅのかたちに従したがって新あたらしくされ、真しんの知識ちしきに至いたる新あたらしき人ひとを着きたのである。 11そこには、もはやギリシヤ人じんとユダヤ人じん、割礼かつれいと無む割礼かつれい、未開みかいの人ひと、スクテヤ人びと、奴隷どれい、自由人じゆうじんの差別さべつはない。キリストがすべてであり、すべてのもののうちにいますのである。
    


    
      12だから、あなたがたは、神かみに選えらばれた者もの、聖せいなる、愛あいされている者ものであるから、あわれみの心こころ、慈愛じあい、謙けんそん、柔和にゅうわ、寛容かんようを身みに着つけなさい。 13互たがいに忍しのびあい、もし互たがいに責せめむべきことがあれば、ゆるし合あいなさい。主しゅもあなたがたをゆるして下くださったのだから、そのように、あなたがたもゆるし合あいなさい。 14これらいっさいのものの上うえに、愛あいを加くわえなさい。愛あいは、すべてを完全かんぜんに結むすぶ帯おびである。 15キリストの平和へいわが、あなたがたの心こころを支配しはいするようにしなさい。あなたがたが召めされて一体いったいとなったのは、このためでもある。いつも感謝かんしゃしていなさい。 16キリストの言葉ことばを、あなたがたのうちに豊ゆたかに宿やどらせなさい。そして、知恵ちえをつくして互たがいに教おしえまた訓戒くんかいし、詩しとさんびと霊れいの歌うたとによって、感謝かんしゃして心こころから神かみをほめたたえなさい。 17そして、あなたのすることはすべて、言葉ことばによるとわざによるとを問とわず、いっさい主しゅイエスの名なによってなし、彼かれによって父ちちなる神かみに感謝かんしゃしなさい。
    


    
      18妻つまたる者ものよ、夫おっとに仕つかえなさい。それが、主しゅにある者ものにふさわしいことである。 19夫おっとたる者ものよ、妻つまを愛あいしなさい。つらくあたってはいけない。 20子こたる者ものよ、何事なにごとについても両親りょうしんに従したがいなさい。これが主しゅに喜よろこばれることである。 21父ちちたる者ものよ、子供こどもをいらだたせてはいけない。心こころがいじけるかも知しれないから。 22僕しもべたる者ものよ、何事なにごとについても、肉にくによる主人しゅじんに従したがいなさい。人ひとにへつらおうとして、目先めさきだけの勤つとめをするのではなく、真心まごころをこめて主しゅを恐おそれつつ、従したがいなさい。 23何なにをするにも、人ひとに対たいしてではなく、主しゅに対たいしてするように、心こころから働はたらきなさい。 24あなたがたが知しっているとおり、あなたがたは御国みくにをつぐことを、報むくいとして主しゅから受うけるであろう。あなたがたは、主しゅキリストに仕つかえているのである。 25不正ふせいを行おこなう者ものは、自分じぶんの行おこなった不正ふせいに対たいして報むくいを受うけるであろう。それには差別さべつ扱あつかいはない。
    

  


  


  
    第四章


    
      1主人しゅじんたる者ものよ、僕しもべを正ただしく公平こうへいに扱あつかいなさい。あなたがたにも主しゅが天てんにいますことが、わかっているのだから。
    


    
      2目めをさまして、感謝かんしゃのうちに祈いのり、ひたすら祈いのり続つづけなさい。 3同時どうじにわたしたちのためにも、神かみが御言みことばのために門もんを開ひらいて下くださって、わたしたちがキリストの奥義おくぎを語かたれるように（わたしは、実じつは、そのために獄ごくにつながれているのである）、 4また、わたしが語かたるべきことをはっきりと語かたれるように、祈いのってほしい。 5今いまの時ときを生いかして用もちい、そとの人ひとに対たいして賢かしこく行動こうどうしなさい。 6いつも、塩しおで味あじつけられた、やさしい言葉ことばを使つかいなさい。そうすれば、ひとりびとりに対たいしてどう答こたえるべきか、わかるであろう。
    


    
      7わたしの様子ようすについては、主しゅにあって共ともに僕しもべであり、また忠実ちゅうじつに仕つかえている愛あいする兄弟きょうだいテキコが、あなたがたにいっさいのことを報告ほうこくするであろう。 8わたしが彼かれをあなたがたのもとに送おくるのは、わたしたちの様子ようすを知しり、また彼かれによって心こころに励はげましを受うけるためなのである。 9あなたがたのひとり、忠実ちゅうじつな愛あいする兄弟きょうだいオネシモをも、彼かれと共ともに送おくる。彼かれらはあなたがたに、こちらのいっさいの事情じじょうを知しらせるであろう。
    


    
      10わたしと一緒いっしょに捕とらわれの身みとなっているアリスタルコと、バルナバのいとこマルコとが、あなたがたによろしくと言いっている。このマルコについては、もし彼かれがあなたがたのもとに行いくなら、迎むかえてやるようにとのさしずを、あなたがたはすでに受うけているはずである。 11また、ユストと呼よばれているイエスからもよろしく。割礼かつれいの者ものの中なかで、この三人にんだけが神かみの国くにのために働はたらく同労者どうろうしゃであって、わたしの慰なぐさめとなった者ものである。 12あなたがたのうちのひとり、キリスト・イエスの僕しもべエパフラスから、よろしく。彼かれはいつも、祈いのりのうちであなたがたを覚おぼえ、あなたがたが全まったき人ひととなり、神かみの御旨みむねをことごとく確信かくしんして立たつようにと、熱心ねっしんに祈いのっている。 13わたしは、彼かれがあなたがたのため、またラオデキヤとヒエラポリスの人々ひとびとのために、ひじょうに心労しんろうしていることを、証言しょうげんする。 14愛あいする医者いしゃルカとデマスとが、あなたがたによろしく。 15ラオデキヤの兄弟きょうだいたちに、またヌンパとその家いえにある教会きょうかいとに、よろしく。 16この手紙てがみがあなたがたの所ところで朗読ろうどくされたら、ラオデキヤの教会きょうかいでも朗読ろうどくされるように、取とり計はからってほしい。またラオデキヤからまわって来くる手紙てがみを、あなたがたも朗読ろうどくしてほしい。 17アルキポに、「主しゅにあって受うけた務つとめをよく果はたすように」と伝つたえてほしい。
    


    
      18パウロ自身じしんが、手てずからこのあいさつを書かく。わたしが獄ごくにつながれていることを、覚おぼえていてほしい。恵めぐみが、あなたがたと共ともにあるように。
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